
改定FSC管理木材規格の紹介

FSC-STD-40-005 第3-0版

FSC管理木材調達のための
要求事項



• FSC管理木材と規格FSC-STD-40-005第3-0版
の紹介

• 規格の改定

• 改定規格の目的と範囲

• 内容の変更点

• FSCリスクアセスメントの使用

• 現在の規格から改定規格への移行過程

• 補足情報及び今後のオンラインセミナー開催の
予定

• 質疑応答

議事



FSCミックスラベル付きの製品の製造のために
FSC認証材と混ぜても良い原材料

なんでも混ぜてよいわけでは
ない！

許容できない供給源からの原
材料は認められない。

FSC管理木材



許容できない供給源とは?

許容できない供給源の5つのカテゴリー（管理木材カテゴリー）
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伐採された木材:

FSC管理木材



管理木材はどのように管理され、調達または供給される?

2つの規格:

FSC管理木材

FSC-STD-30-010

• FSC管理木材を供給する森林
管理組織により使用される。

FSC-STD-40-005

• CoC認証取得者が管理木材
を調達するために使用する。
このためにリスクアセスメント/
デューディリジェンスを実施す
る。



規格FSC-STD-40-005の改定

改定の主な理由

• 2011年FSC総会におけるFSC会員の決定（可決動議51番：管理木材の制度強化）
• 管理木材が本当に管理されているのかという批判に対処するため

ワーキング
グループ

パブリック
コンサルテー
ション

フィールド
テスト

改定プロセス

• 従った手続き：FSC-PRO-01-001 FSC規準文
書の策定及び改定手順

• ワーキンググループ結成 –FSC会員の代表＆
専門家による戦略的かつ専門的なインプット

• 2013年及び2014年に実施された規格草案に対するパ
ブリックコンサルテーション

• フィールドテスト: オーストラリア & ルーマニア (2014年)、
カナダ & ロシア (2015年)



改定規格の目的と範囲

対象…

FSC CoC認証取得者

が…

• FSC表示を伴わない原材料を調達し、
• FSC管理木材として販売するか、FSCミックス製
品の生産に使用する。

そのために…

• 許容できない供給源からの原材料調達のリスク
を評価し、低減するためのデューディリジェンスシ
ステムを実施する。

CoC認証取得者が許容できない供給源からの原材料調達を避けるための
デューディリジェンスシステムに関する要求事項を定めている。



FSC認証林

FSC CoC認証取得者
（FM/COC含む）

FSC管理木材

• FSC-STD-40-005の要求事項を実施し、
デューディリジェンスシステムを行うことで
許容できない供給源からの調達を避ける。

• FSC管理木材を使用または販売する。
• 「FSCミックス」製品を製造する。

改定規格の目的と範囲



FSC-STD-40-005を実施す
るFSC CoC認証取得者

供給者
(FSC認証材)

間接的な供給者
(FSC認証材)

間接的な供給者
(FSC認証材)

供給者

(非認証材)

間接的な供給者

(非認証材)

CoC認証の流れ

管理木材のデューディリジェンスシステム

改定規格の目的と範囲



パート1: デューディリジェンスシステム

情報収集

リスク
アセスメント

リスク低減

デューディリジェンスシステムの
実施と維持



管理木材検証プログラム vs 

デューディリジェンスシステム

森林管理区画の現場検証
（附則3に基づく）

第2-1版: 管理木材検証プログラム

原産地を証明する文書の保持

原産地に関するリスクアセスメント
(ナショナルリスクアセスメントまたは
組織によるリスクアセスメント)

低リスク

未特定リスク

管理木材

低リスク 低リスクとは確認できない

非管理木材

第3-0版: デューディリジェンスシステム

リスク低減
(リスク低減措置の実施)

情報収集
原産地 & サプライチェーン

リスクアセスメント
原産地に関して (FSCまたは組織による) 

& サプライチェーン内での混入

低リスク、混入がない

低リスクではない、
または混入がある

リスクが低減された リスクが低減されていない

管理木材 非管理木材



パート1の内容 (1/3)

1 デューディリジェンスシステム（DDS）の実施と維持

• 範囲 (原材料、供給者及び関節的な供給者、森林管理/所有)

• 誰がDDSを構築してよいか。

• 供給者及び間接的な供給者のサイト及び森林へのアクセス

• DDSの見直しと改訂 (内部監査及びフォローアップ)

2 原材料に関する情報収集

• 原材料、サプライチェーン、原産地に関する情報

• リスクアセスメント及びリスク低減を実施することが
可能となる、十分な情報が不可欠



3 リスクアセスメント

• 原材料の原産地(5つの管理木材カテゴリー)

• FSCリスクアセスメントの使用、またはFSCリスクアセスメン
トがない場合は、自身でリスクアセスメントを実施

• サプライチェーンにおける混入
• 組織（認証取得者）が評価する

• 原材料をFSC管理木材として使用する
• 低リスク(原産地及びサプライチェーン内の混入): OK

• 低リスクでない: リスク低減が必要

パート1の内容(2/3)



4 リスク低減

• 存在するリスクに対して「リスク低減措置」を実施して、リスクレベルを下げる

• リスク低減措置は組織が定めるが、FSCリスクアセスメントにおいて定められてい
る場合もある（推奨または義務として）

パート1の内容(3/3)

• 適切なリスク低減措置は、リスクや状
況により異なる

• 原産地を森林管理区画レベルで特定
し、現場検証を実施することは必ずし
も求められない



FSCリスクアセスメントの使用 (原産地に関して)

重要な確認点: 

供給地域について実施されたFSC

リスクアセスメントが存在するか。

確認するためには: 

FSCリスクアセスメントデータベー
ス（ウェブサイト）を確認

• 承認済みFSCリスクアセスメント
＆策定状況

• 国ごとのデータとして掲載されて
いる

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-

areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-

assessments/fsc-risk-assessment-database

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-assessments/fsc-risk-assessment-database


FSCリスクアセスメントの使用 (原産地に関して)

• FSC-PRO-60-002 第3-0版に基づきFSCネットワークパート
ナー（FSCジャパン）が策定し、FSC本部に承認されたナショ
ナルリスクアセスメント（NRA）

NRA
（新）

• 本部主導で策定しているセントラライズド・ナショナルリスク
アセスメント（CNRA）
（FSC-PRO-60-002 第3-0版に基づいている）

CNRA

• 以前の手順に基づき策定、承認されたナショナルリスクアセ
スメント（NRA）

• これは2017年12月31日までに上記の新しい手順に基づい
たものへと改定されなければならない。

NRA 
(旧)

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
優
先
順
位

F

S

C



承認されたFSCリスクアセスメントがまだ存在しない場合は?

重要な確認点:

本改定規格が公開された時点で（2015年12月18日）、2017年12月31日までに完
了する見込みのFSCリスクアセスメントが計画されていているか?

確認するためには:

FSC CNRAスケジュール表をダウンロードして、国ごとに確認する （53ヶ国ある）
http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-

assessments/centralized-national-risk-assessment-for-controlled-wood

組織によるリスクアセスメント（原産地に関して）

計画されている場合：

企業による簡易リスクアセスメント

• 現在の企業によるリスクアセスメントと
同じ要求事項。
（FSC-STD-40-005第2-1版に基づく
要求事項）

• 2017年末まで適用可能（この後は
FSCリスクアセスメトが存在するはず）

計画されていない場合：

企業による拡張リスクアセスメント
• FSCナショナルリスクアセスメントの枠
組み (FSC-PRO-60-002a)を用いたリ
スクアセスメント。
（最新の強化された要求事項）

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-assessments/centralized-national-risk-assessment-for-controlled-wood


パート2: 品質管理システム要求事項

内容

5 力量、文書化と記録

6 公開情報

7 利害関係者からの意見及び苦情



5 力量、文書化と記録

• 管理責任者が責任をもって、確実に規格に
適合するように管理

• 従業員の知識と力量

• 手順の文書化

• 文書と記録の保持

パート2: 品質管理システム要求事項



パート2: 品質管理システム要求事項

6 公開情報

DDSの概要を文書にまとめたもの。これ

は認証取得者自身で用意し、認証機関
を通じてFSCデータベースで公開される。
(info.fsc.org) 

含まれる情報:

• 供給地域
• リスクアセスメント及びリスク判定
• 苦情処理手順及び連絡先情報
• リスク低減

info.fsc.org


パート2: 品質管理システム要求事項

7 利害関係者からの意見及び苦情

DDSに関する利害関係者からの意見及び苦情に対処するための手順の文書化

この手順には以下が含まれる：

苦情・意見
の受領確認

初期回答
苦情処理手
順の通知

苦情の調査

対話是正処置記録の保管



改定規格への移行

FSC-PRO-01-001 FSC規準文書の策定及び改訂手順
セクション12 「改定規準文書の段階的導入」

FSC-STD-40-005 第2-1版 (及びFSC-DIR-40-005)

FSC-STD-40-005 第3-0版

移行期間

公開日: 

2015年12月18日
(承認日: 2015年11月11日)

発効日: 

2016年7月1日
移行期間の終了日: 

2017年6月30日

• 改定規格の発効日から12ヶ月間は移行期間である。この間に認証取得者は旧規格、改定
規格のどちらで審査を受けてもよい。

• 移行期間の終了日までに、すべての認証取得者は改定規格に基づく審査を受けていなけ
ればならない。つまり、移行期間中に旧規格で審査を受けた場合、移行期間が終わる前に
もう一度、新規格で審査を受ける必要がある。

第2-1版に基づく審査で与えられた
認証の有効期限は改定規格発効日
から18ヶ月後の2017年12月31日



企業による簡易リスクアセスメント及び旧
NRAの有効期限
2017年12月31日

通常の審査スケ
ジュール

2016年5月
第2-1版

通常の審査スケ
ジュール

2015年5月
第2-1版

通常の審査スケ
ジュール

2017年5月
第3-0版

通常の審査スケ
ジュール

2018年5月
第3-0版

20182015 2016 2017

移行期間

新規格が段階的に導入され、
旧規格が段階的に廃止される。
移行期間の終了日までにすべ
ての認証取得者は第3-0版に
基づく審査を受ける。

発効日
2016年7月1日

移行期間終了日
2017年7月1日

例1

現在の規格から改定規格への移行

FSC-STD-40-005 第2-1版

FSC-STD-40-005 V3-0FSC-STD-40-005 第3-0版



2017年6月30日
までに第3-0版に
基づく審査

通常の審査スケ
ジュール

2016年9月
第2-1版

通常の審査スケ
ジュール

2015年9月
第2-1版

通常の審査スケ
ジュール

2018年6月
第3-0版

例2

現在の規格から改定規格への移行

企業による簡易リスクアセスメント及び旧
NRAの有効期限
2017年12月31日

20182015 2016 2017

移行期間

新規格が段階的に導入され、
旧規格が段階的に廃止される。
移行期間の終了日までにすべ
ての認証取得者は第3-0版に
基づく審査を受ける。

発効日
2016年7月1日

移行期間終了日
2017年7月1日

FSC-STD-40-005 第2-1版

FSC-STD-40-005 V3-0FSC-STD-40-005 第3-0版



補足情報及び資料

FAQ文書
本部が2月10日、11日に合計4回実施したオンラインセミナーの際に寄せられたす
べての質問とそれに対する回答を下記ウェブサイトで公開

ファクトシート/ガイダンス文書（ FSC本部が準備中）
• 適用例
• 改定規格への移行ルール
• FSC-STD-40-005 第3-0版を用いて管理木材を調達する際のデューディリジェ
ンス手続きのまとめ

クイズ(?)

• 規格やセミナーでカバーしたトピックの理解度をテスト
• 需要があれば準備する

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-

wood-standards

https://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-standards


トレーニングの次のステップ

FSC本部が予定している今後のオンラインセミナー：

Topic Dates

デューディリジェンス＆サプライチェーンに関する情報 3月16日、17日

リスクアセスメント 4月13日、14日

リスク低減 5月4日、5日

FSC本部からの情報は次の方法で通知: 

• FSCニュースレター
• 管理木材規格ウェブページ
• 直接メール送付

FSCジャパンからの情報はFSCジャパンのウェブサイト上及び各認証機関
を通じて認証取得者に通知
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